
平成３０年１月２６日 

松阪市議会 

議長 山本 芳敬様 

報告 文教経済委員会 

副委員長 松岡 恒雄 印 

 

行 政 視 察 報 告 書 

標記の件について、下記のとおり行政視察を行いましたので、その内容等を報告します。 

 

                    記 

１．視察の日程  平成３０年１月１７日（水）～１月１９日（金） 

２．視察先    鳥取県境港市 ㈱日新／岡山県玉野市 玉野競輪場／岡山県総社市 

３．文教経済委員会 

４．参加委員   副委員長 松岡 恒雄 

野呂 一男、西口 真理、楠谷 さゆり、栗谷 建一郎、中村 誠 

５．報告書作成  副委員長 松岡 恒雄、栗谷 建一郎、中村 誠 

６．報告書提出  副委員長  松岡 恒雄 

７．視察項目 

Ⅰ．鳥取県境港市 ㈱日新  １月１７日（水） 

  １）地域材の活用と流通について 

Ⅱ．岡山県玉野市      １月１８日（木） 

  ２）ミッドナイト競輪の現状と課題について 

Ⅲ．岡山県総社市      １月１９日（金） 

  ３）デマンド交通について 
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Ⅰ．鳥取県境港市 ㈱日新  １月１７日（水） 

 １．㈱日新の概要 

  ⑴社名：株式会社 日新 

  ⑵設立日：１９９８年９月２４日 

  ⑶所在地：鳥取県境港市西工業団地１００番地 

  ⑷代表者：又賀 航一   

  ⑸資本金：３,０００万円 

  ⑹従業員数：４００人 

  ⑺業務内容：構造用長尺合板、構造用合板、フロア台板、塗装用枠合板等の製造・販売 

  ⑻売上高：２８０億円（２０１６年３月期） 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．新工場の計画概要 

  ⑴工場所在地：三重県多気郡多気町１３４３番地１ 

         ①工場敷地面積  ７９,４８３㎡ 

         ⓶工場床面積   １６,６９１㎡ 

  ⑵生産能力： 月産 ６，０００㎥ 

  ⑶生産品目： 非構造用合板 １００％（フロア台板、内装用合板、塗装型枠合板） 
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  ⑷原木消費量 年間     １０３，０００㎥ 

  ⑸工場稼働時期：２０１８年４月予定 

  ⑹工場従業員 ：約４５名予定 

  ⑺総投資寮  ：工場建設・機会建設・機械投資 約７０億円を予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．三重県多気郡多気町に新工場（世界一の技術で日本一の合板工場） 

   ㈱日新は、三重県多気郡多気町に新工場を建設することを決定し、昨年２月に工場進出を

支援する三重県・多気町と企業立地協定を締結する。紀伊半島地域に蓄積する森林資源を活

用する、この地域では初めてとなる合板生産工場でヒノキを活用したフロア台板等の非構造

用合板の生産能力の強化を目指している。 

 

４．新工場建設の目的 

   ㈱日新は、地域経済発展、木材資源再生産と有効活用、木材文化継承、低炭素社会実現等

に積極的に取り組み、顧客ニーズに合わせた住宅資材構造用合板の製造・販売とともに非構

造用合板の生産能力、供給を強化するため新工場建設が決定された。 
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５．新工場建設の効果 

   国産材 100％の合板工場が稼働されることで、紀伊半島全域の森林資源活用により素材生産

量の増加、林業と地域全体の活性化に繋がる。㈱日新独自の再造林支援制度、主伐後造林未

済地発生防止による森林資源循環型の促進に貢献出来る。 

６．質問事項 Q&A  別紙参照 

７．所感 

   この度の㈱日新への視察においては、三重県進出が紀伊半島地域ではじめてということか

ら、会社概況等とともに合板の製造過程を、工場を見学し学ばせていただきました。合板は

木材を薄く剥いた板を乾燥させ、それを数枚に重ねて接着剤で貼り合わせた板。製造に使う

材料はラワン材が原木として利用されたが、地球環境保護の立場から針葉樹や植林木などへ

の原木樹種の転換が進んでいる。新工場は一昨年 6月に倒産した㈱西村木材店旧本社工場跡

地を増築し、２月末の完成予定。従業員は４５名のうち１１名が新卒採用。本社からの社員

の中にも松阪に住まわれる方もいるとの事。松阪市においても新工場稼働により、ウッドピ

ア市売共同組合からの仕入れ等の下支えとなり、松阪地域の原木市場の活性化に期待した

い。 
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Ⅱ．岡山県玉野市 玉野競輪場  １月１８日（木） 

 １．玉野競輪場の概要 

 ⑴施工者 玉野市 

   担当部署 産業振興部競輪事業課 

   職員数 ９名（嘱託１名含む）従事員数１１０名（警備員・投票員含む） 

⑵競輪場 

   開設 昭和２５年３月１６日 バンク周長 ４００m みなし直線４７．９ｍ 

      収容人員 約１５，０００人 入場料 無料 

⑶専用場外車券売場 

  サテライト津山（Ｈ１３）サテライト笠岡（Ｈ１６） 

  サテライト山陰（Ｈ１８）サテライト鳥取（Ｈ２７） 

  上記施設は全て民間経営（独立採算） 

⑷繰越金残高 ６．５７億円 

⑸基金残高  ９．９７億円（競輪事業基金 5.03 億円：施設整備基金 4.94 億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．視察項目 

（１）ミッドナイト競輪参入までの推移及び現状と課題について 
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１）入場客数の減少と発売方式   

   どこの競輪場も同様であると思われるが、玉野競輪場においても入場客数が減少している状

況にあり、発売チャンネル別に見ていくとよくわかる。 

 

このグラフから見て取れるのは年々本場の売り上げが減少している、すなわち入場客数が減って

いる。 

顧客の層の変化により様々な発売方式ができている。 

２）客層の現状：なぜ昼間は売れないのか。   
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 本場に来場していただけない状況がもっと進むことが予想される。 

３）そこで！ミッドナイト競輪！：特徴とメリット 

 ○ナイター競輪が概ね 21 時に開催終了するのに対し、21時から 23時 30 分までの 

2 時間 30分の間に７車立てで７レースを実施。 

 ○車券は基本インターネット投票による販売となり、ＰＣ、スマホ、タブレットのインターネ

ット中継を中心に、ＣＳ放送のスピードチャンネルでも放送。 

 ○開催時間が深夜となるために近隣対策を考慮して観客を入れずに競争を実施。 

 ○無観客で行うため、必要経費が大きく削減することができる。（送迎バス、警備、清掃、発

券機等の保守等の委託料や人件費） 

４）ミッドナイト競輪参入への道のり 

  ○平成 23年 3月 11 日東日本大震災発生 

    翌 12 日から開催予定の開設 60周年記念を中止 

   開設以来初・3.6 億円赤字（実質単年度収支） 

  ○平成 25年度 ミッドナイト参入への検討開始（12 月委員会に報告） 

  ○平成 26年  5 月 ナイター照明実施設計開始 

  ○平成 26年 12 月 ナイター照明工事請負費の補正予算計上 

   ◆平成 26 年 12 月 20 日 全国初の小倉競輪場を借り上げてのミッドナイト競輪開催 ⇒2

節開催 売上 6.16 億円 

  ○平成 27年 5月 着工 10 月 完了 

  ○平成 28年 1月 玉野競輪場で初のミッドナイト競輪開催 

   ◆平成 27 年度 ミッドナイト競輪開催車券売上額 

    小倉借上げ（2節開催）及び本場開催（4節開催） 合計売上 22.7 億円 

   ◆平成 28 年度 ミッドナイト競輪車券売上額 

    本場開催（8節開催） 売上 30.4 億円 

   ◆平成 29 年度 ミッドナイト競輪車券売上額（見込み） 
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    本場開催（8節開催） 売上 35.0 億円 

５）ナイター照明設備 

  ※全国競輪場初のオールＬＥＤ照明※ 

  着工：平成 27年度 5 月 11 日 完了：平成 27 年 10 月 31 日 

  中央鉄塔：4本支柱 照明器具数 112 組（１．５００㍗） 

  外周鉄塔：単支柱  42 組×4角 168 組（１．５００㍗） 

  審判用照明     一式    12 組（    174 ㍗） 

イニシャルコスト：□設計・地質調査・工事請負 総額 3.44 億円 

ランニングコスト：発電機リース料 5台 1.173 万円／年 

        ：軽油代 ５３５㍑／１日×約 120 円×48日≒308 万円／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

※あまりに明かりが強すぎて競輪場向う岸（瀬戸内海に面している）の小島まで照らし出されて

しまい、海上保安庁から光度を調整するよう依頼された。 

 

６）今後の課題 

  ○現在 11場がミッドナイト競輪を開催しており、ナイター競輪を含む過密日程が予想され売

り上げ減が見込まれる。 

   考えることはどこも同じであり、玉野競輪独自の特色を模索している。 
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  ○施設の老朽化とファン層の高齢化に伴う来場者数減が起こっている。 

   現状にそぐわない巨大施設を集約 

   快適で安心安全な空間を提供 

   若者や地域住民が気軽に立ち寄れる施設 

  ○ナイター・ミッドナイト化により昼間にしか来れない既存のお客様への対応 

   年に一度の開設記念競輪だけでなく、普段見れない超一流レーサーが集う特別競輪（Ｇ

Ⅰ、ＧⅡ）を積極的に誘致 

  ○カジノ法案（ＩＲ法）に振り回されることなく 60 有余年の歴史と実績を誇りに粛々と継

続。 

３．所感 

ナイター競輪及びミッドナイト競輪開催場が増加していくことが予想される中、松阪競輪場に

おいては 14 番目（14 場目）となり楽観視できる状態ではなく、日程的に見ても現時点年間 468 日

開催と毎日どこかで開催されており、競輪選手の斡旋によっては売り上げに大きくとはいかない

がある程度の差異が出てくると思われる。 

 ミッドナイト競輪を開催することによって全てが上向きになるとは言えず、本場において昼の

開催が減少する分の観客動員数の維持増加に向けて更なる努力が必要である。 

 また、玉野競輪場においては、市民から苦情等は皆無とのことであったが、競輪場周辺環境が

松阪競輪場とは大きく異なり、松阪競輪場においては、開催に当たり地元住民等への対応につい

て細心の注意を払う必要を改めて感じた。 

音に関して言えば、車輪の音や銅鑼などはほぼ問題ないといえるが、照明に関しては周辺住民の

方に聞き取りを行っていくことが肝要である。 

玉野競輪場や他の競輪場に比べ、松阪競輪場は民営化にしても今回のミッドナイト競輪開催につ

いても後手〃に回っている感があり、数年後にはミッドナイト競輪の売り上げも飽和状態になる

ことが予想される、民間が運営しているメリットをいかし新規事業にいち早く参入できるよう、

官民連携を強化して欲しい。 
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Ⅲ．岡山県総社市 デマンド交通について  １月１９日（金） 

 １．総社市の概要  

  面積２１２キロ平方メートル（松阪市６２４キロ平方メートル） 

  人口 ６万８５７９人 （松阪市１６万３８６３人） 

  老人人口比率２７．６％ （ 松阪市２８．６％） 

 

⑴総社市の交通事情 

 

 

 

               （３） 

 

 

 

 

 

 

 

 地図にあるように、市の中心部以外約７０％程度が山間部であり、国道とＪＲが主な交通手段

となっている。 

 

⑵デマンド交通「雪舟くん」を導入する前の交通 

  ２００５年３月に１市２町が合併し新「総社市」が誕生する。バス路線を維持確保 

  

  ２００７年高齢者バス・タクシー料金助成事業 

 

  ２００９年 コミュニティーバス「こまわりくん」運行  （高齢化率の高い２地区４路線） 

  ２０１１年３月 デマンド交通「雪舟くん」運行 

 

⑶交通手段に関するアンケート調査 

  ２０１０年７月、６５才以上を含む２９００世帯、回収率６７％ 

 

  どのような地域交通があればよいか？ 

①便数が多い 

②家の前まで迎えに来てほしい 
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③安い料金がいい 

 

⑷交通体系見直しの方針とその後の見直し 

  ①公共交通空白地帯の解消 

市内全域を「面」でカバーできる公共交通システムの実現 

  ②高齢者の移動手段の確保 

地域公共交通に不便を感じている高齢者が、市内での 

買い物や通院に利用しやすいサービスの提供 

  ③行政経費の見直し 

  平成２２年度の地域公共交通の対策等にかかっている予算の範囲内での見直し  

  ④既存のバス・タクシー業者との役割分担をおこなう 

（「雪舟くん」の運行は平日の昼間、バス・タクシー料金助成券 

 ・・・一乗車に付き５０円券発行）  

 

⑸「雪舟くん」の使い方 

 ○事前登録をしてもらう。 

 ○月曜から金曜日の平日、８時から１６時半まで 

 ○料金１乗車３００円 小学生・障がい者・要支援・要介護者・介助者２００円 

 ○未就学児０円 

 ○ドアからドア、家に迎えに行き、目的地まで行き、市内中心部にむかう。 

その途中で乗車する人を乗せてゆく。帰りも同様に帰宅できる。 

 

⑹運行後の状況や評価 

 ○登録者１８０１７人（２６・２％） 

 ○平均一日の利用者１９２人～２４９人 

 ○利用者平成２８年度、５０代未満１８・４％、６０代１１・１％、７０代２４・９％ 

８０代以上４５・６％ 

 ○乗車の目的、平成２８年度、病院２８・９％、商店３４・１％、公共施設９・８％、                        

交通機関８・７％宿泊・福祉施設６・９％、学校等５・６％ 

 ○便利になったか 平成２８年度 便利になった６１％ あまり変わらない２％ 

  不便になった１％、無回答１７％  （利用の多い上位１００人にアンケート） 

 ○未利用者の評価 平成２８年度 良かった３９％、良くなかった３％、その他１３％ 

  無回答４５％ （６０歳以上の登録者で未利用の３００人にアンケート） 

 ○バス・タクシー料金助成券、病院で予約受付、「のり得サービス」（ランチ代５０円引きなど）、

金融機関や大型商業施設等に「雪舟くん待合所」設置など工夫。 
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⑺「雪舟くん」導入前後の交通体系と予算 

 

 

  （９の表を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑻その他 

○高齢者は３００メートル位しか動けないということを考慮した。 

○コミュニティーバスを導入したが、成功せずデマンド交通にした。 

○アンケートを随時とって、未利用者の声もきいて改善に努めている。  

○予約センターは嘱託３人とパート２人で、ＧＰＳシステムを使い、利用者と「雪舟くん」に随

時連絡をとっている。 

 ○交通対策課は５人の体制で対応している。 

 ○議会の特別委員会で約１年議論をした。 

 

 

２．所感 

  総社市の面積は松阪の約３分の１だが、優れたシステムだと考える。松阪のような元負担金は

とてっていない。バス・タクシーとの共存に配慮している。交通対策課が５人と松阪市の３人に

比べて人口比で約４倍の体制をとっている。住民の要望や意見をよくとりあげて行政にいかして

いること。行政と議会が一体になってこのとりくみをすすめたことなどが教訓的である。 

 総社市の経験も大いに参考にして、市民の強い要望である公共交通の抜本的な改革に取り組

むことが急務だと考える。 

  

 


